
佐賀南警察署協議会開催結果の概要 

                                        　              　 

                                                 　　 　　　　令和６年３月22日　 

 

　会　　議 　令和５年度　第３回　　佐賀南警察署協議会　 　

 

　開催日時 　令和６年２月20日（火） 15：00～16：30  

 

　開催場所 　佐賀南警察署 ３階　大会議室  

  

 公安委員会：牛島委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （１人）  

　 協 議 会：横尾会長、石橋副会長、荒木副会長、松尾委員、山口委員、  

 渡邉委員、栗林委員、時津委員、松田委員、小栁委員  

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10人）  

出 席 者 警 察 署：署長、会計官、警務課長、生活安全課長、地域第一課長　　  

　　　　　地域第二課長、刑事第一課長、刑事第二課長、交通課長、  

　　　　　警備課長、警務係長  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     (11人)   

                                      　　　計　22人   

 

議 事 概 要  

 

１　開会  

  

２　会長挨拶  

令和５年度第３回佐賀南警察署協議会の開催に当たり、各委員を代表しまして、  

一言御挨拶申し上げます。  

委員の皆様、署長をはじめ佐賀南警察署の皆様には、公私とも、大変御忙しい中  

御出席をいただきまして、誠にありがとうございます。   

 本年は、新年早々から能登半島地震の発生や航空機同士の衝突事故が発生するな

 ど、社会を震撼させる災害や事故の発生から始まっており、社会の安全安心の確保

  が急がれるところです。

 これらの出来事は、テレビなどの報道でしか知り得ませんが、各方面で警察の方

 々が活躍されるのを目にし、第一線で活躍される方々には、心から敬意を表する次

  第です。

 地震などの災害は、いつ何時発生するか分かりませんが、警察に求められるもの

  は、常に人々の安全確保と治安維持です。

 良好な治安は、住みよいまちづくりの根幹であり、これを維持・向上させるため

 には、地域社会全体が連携し、様々な活動を継続的に行うなど、それぞれが力を発



  揮してこそ実現できるものと考えております。

 本日は、我々各委員が、その一助となるよう、警察と地域社会の架け橋である委

 員の皆様方の忌憚のない御意見を賜りたいと考えていますので、よろしくお願いし

  ます。　　　　

  

３　署長挨拶  

 令和５年中における佐賀南警察署の犯罪情勢及び交通情勢について説明します。

 　刑法犯については、自転車盗などの窃盗犯やニセ電話詐欺などの知能犯の認知件

  数が大きく増加しており、刑法犯全体の検挙率は、約60パーセントでした。

 人身交通事故については、令和５年中県全体では減少しましたが、佐賀市では増

 加しており、特に管内では、昨年５月に東与賀町において、下校中の児童の列に車

 が突っ込んで児童３人が負傷した交通事故や、年末には諸富町において、デイケア

  の送迎車に乗車していたの高齢女性２人が死亡する事故が発生しました。

 これら重大事故が発生した際、直ぐに自治体や関係機関等に働きかけて現場点検

  等の必要な交通事故防止対策を行いました。

 また、佐賀南警察署では県内最大の繁華街に対して、｢繁華街クリーンアップ作

  戦」と銘打って、各種取締り等を実施し、現在も継続しているところです。

今年10月には「ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポ」が開催され、全国から多く

の選手や観客等が佐賀市内に来られ、それに伴い様々な事件や事故が想定されます

ので、引き続き制服警察官やパトカーによる警らを強化して見せる警戒活動を行っ

 ていきます。

今年は新年早々能登半島地震が発生し、翌日には羽田空港において航空機同士の

衝突事故が発生しましたが、これらの災害や事故は佐賀県でいつ発生してもおかし

 くないと思っています。

    県内には佐賀平野北縁断層帯があり、管内には九州佐賀国際空港がありますので、

常に危機感を持ってやっていきたいと思っていますが、我々警察だけの活動ではな

 し得るものではありません。住民の皆様の御協力が必要であります。

    この警察署協議会は、住民の代表であります皆様方の御意見を聞く良い機会です

 　ので、皆様方の忌憚のない意見を聞きたいと思います。

本協議会の益々の発展と皆様方の御健勝を祈念いたしまして、私の挨拶とさせて

 いただきます。

 

４　警察署協議会代表者連絡会議結果 

     会長による令和６年２月８日開催の警察署協議会代表者連絡会議の概要の説明

 　　　　　

５　協議 

  ⑴  業務概況 

各課長から業務概要を説明 

　⑵　質疑応答・要望 

   委員　１１０番通報件数の内、緊急でなく適正でない通報件数はどれくらいあ



るのか。 

　 警察　令和５年中では、県下の１１０番受理件数は、約６万３千件で、非有効

な１１０番通報は、約１万件となり、全体の約６分の１である。 

非有効な１１０番通報があると、早急に対応しなければならない事案に

すぐに対応できないといった弊害があるので、非有効な通報は控えて頂き

たい。 

　 委員　特殊詐欺について、佐賀県で約６億円の被害額、佐賀市で約４億円の被

 害額となっており、被害者の多くは高齢者である。

　　　　 実行犯である受け子は、逮捕されていると伺ったが、上層部の摘発につ

 いてはどうなっているか。

 毎年毎年、被害額が減少しないが、どのような対策がとられているのか。

　 警察　各種捜査を尽くしているが、上層部が海外に拠点を置いていたり、暴力

団や反グレグループ等が関係しているなど、なかなか上層部にたどり着け

 ていない状況にある。

            被害額が多くなっているのは、儲け話等の投資詐欺による被害が増加し

 ていることも影響していると考えられる。

　　　委員　警察が尽力していることは理解したが、全国で、昨年は４００億円、今

年も何百億円という被害が発生しているので、国民は治安に不安を感じて

 いると思う。

個人個人が欲に走って人殺しまでしている事案もあるが、一番悪いのは

 そういった事件が発生するような土壌がある形がいけないと思う。

             来年で、団塊の世代が全て７５歳になり、超高齢化の時代になる。

            それだけ、被害対象者が多くなっていくので、対策をよろしくお願いす

 る。

      警察　これらの問題は、佐賀南警察署だけの問題ではなく、被害は全国にまた 

がっており、警察本部はもとより警察庁でも力を入れて取り組んでいる状

 況である。

 

６　視聴 

　　能登半島地震発生に伴う「石川県特別派遣体験講演」の視聴 

 

７　佐賀県公安委員会委員講評 

　　キーワードとして体感治安を感じた。 

    委員からの質問の中で、１１０番通報の話、ニセ電話詐欺に関しての話、いずれ

 も社会の安全安心を守って行く中での体感治安を示していると思っている。

　　体感治安を保持するためには、県民の１人として考えていかなければならないと

 改めて思ったところである。

    発言の中で、土壌という言葉が出てきているが、これは地域の人と暮らし、いろ

 いろなことを勘案しての言葉だと感じた。

    治安を良くして行くためには、どうしていくべきか、この場におられる皆様方に



 は、更に関心を持って頂き、連携して協力して行くことが大切だと思う。

この佐賀南警察署協議会において、警察の取組について関心を持ち、理解して頂

 きたい。

また、石川県特別派遣体験の講話を聞き、県民の１人して、非常にありがたく誇

らしく思ったところである。　　　 

話の中で、「少しでも支えになりたいという思い」で活動したと話されていたが

 その思いがきっと被災者の方に伝わったと思う。

　　だからこそ、逆に被災者の方から「ありがとうございます」という言葉を頂いた

 　と感じた。

　　佐賀南警察署協議会を今後どうしていくべきかというところであるが、会長が発

 　言された架け橋という言葉を改めて強く感じたところである。

　　地域社会の信頼と期待を繋ぐ架け橋として委員の皆様方には、この協議会を通じ

 　て取り組んで頂きたい。

 　　また、それを受け止めて、警察は、その期待と信頼に応えてもらいたいと思う。

 

８　閉会 

                                  

９　視察 

   　諸富交番の視察

  　　　　   　　　                     　  　　　　　　　　            　　 

 


